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コミュニケーション系列科目区分

コミュニケーション・スキル科目名

尹　寛子担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z31040

後期／2nd　semester 2.01～2水曜1曜日・時限学期 単位数配当学年

他者との円滑な関係を築くためにはどうすれば良いのか、人間関係を構築する際に必要なコミュニケーションに
おいて望まれる考え方や行動を学ぶ。

授業のテーマ

「文化背景の異なる人々との間で起こるコミュニケーション」という観点から「異文化コミュニケーション」に
関する研究や理論を紹介し、他者とコミュニケーションを取る場面で基本となる考え方の導入を図る。さらにそ
れらを実際の状況に当てはめてふさわしい判断をし、行動できる力を養うため、様々な事例を見ながらグループ
（ペア）ワークを行う。

授業の概要

１．異文化コミュニケーション研究における基本的な考え方を理解し、それらを自身の経験や実際の状況に当て
はめて考えることができる。（知識・理解）
２．状況にふさわしい判断と態度でコミュニケーションを取ることができる。（汎用的技能）
３．他者を多角的な視点から捉え、理解することができる。（態度・志向性）

到達目標

①　「コミュニケーション」に対するイメージ

②　異文化コミュニケーションの基礎概念　（ペアワーク）

③　自己とアイデンティティ

④　コミュニケーションの阻害要因

⑤　コミュニケーションの阻害要因を減らすためにできること

⑥　応用（１）　事例から考える①　（グループワーク）

⑦　文化的価値観と思考パターン　（ペアワーク）

⑧　カルチャーショックと適応のプロセス　

⑨　メッセージを伝える（１）　言語コミュニケーション　（ペアワーク）

⑩　メッセージを伝える（２）　非言語コミュニケーション　（グループワーク）

⑪　「聴く」技術　（ペアワーク）

⑫　対人コミュニケーション　

⑬　応用（２）　事例から考える②　（グループワーク）

⑭　応用（３）　自身の経験を振り返る　

⑮　授業内容のまとめと期末試験

授業計画

・授業前準備学習：各回授業で扱う教科書の当該箇所を予習しておく。
　　　　　　　　　（学習時間：2時間）
・授業後学習：授業内で取り上げられたキーワードの解説や要点を確認・整理し、テーマに対する理解と考察を
　　　　　　　深める。確認テストで理解度を確認する。（学習時間：2時間）

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義の後には適宜ペアワークやグループワークなど、ディスカッションの時間を設け、学んだことを基に自らが
考え、行動できる判断力を養えるよう、講義と演習を並行した授業を行う。

授業方法

授業態度　30％、小テスト（確認テスト）　10％、期末試験　60％
授業態度 ： 授業態度では、グループ（ペア）ワークへの参加度、各回提出のリアクションペーパー（講義内
　　　　　　容についてのコメント・質問など）の内容・記述の的確さなどを含め、総合的に評価する（到達
　　　　　　目標１、２の確認）。
期末試験 ： 授業で扱った「異文化コミュニケーション」の考え方に対する理解度、学んだことを実践的に活
　　　　　　用できる力について評価する。（到達度１、２、３の確認）

評価基準と
評価方法

授業に参加する前に、教科書の当該箇所を読んで予習しておくこと。

履修上の注意

『はじめて学ぶ異文化コミュニケーション』、石井敏・久米昭元・長谷川典子・桜木俊行・石黒武人著、有斐閣
選書（2019年）ISBN978-4-641-28133-2

教科書
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授業内で適宜紹介します。

参考書
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コミュニケーション系列科目区分

コミュニケーション・スキル科目名

尹　寛子担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z31040

後期／2nd　semester 2.01～2水曜2曜日・時限学期 単位数配当学年

他者との円滑な関係を築くためにはどうすれば良いのか、人間関係を構築する際に必要なコミュニケーションに
おいて望まれる考え方や行動を学ぶ。

授業のテーマ

「文化背景の異なる人々との間で起こるコミュニケーション」という観点から「異文化コミュニケーション」に
関する研究や理論を紹介し、他者とコミュニケーションを取る場面で基本となる考え方の導入を図る。さらにそ
れらを実際の状況に当てはめてふさわしい判断をし、行動できる力を養うため、様々な事例を見ながらグループ
（ペア）ワークを行う。

授業の概要

１．異文化コミュニケーション研究における基本的な考え方を理解し、それらを自身の経験や実際の状況に当て
はめて考えることができる。（知識・理解）
２．状況にふさわしい判断と態度でコミュニケーションを取ることができる。（汎用的技能）
３．他者を多角的な視点から捉え、理解することができる。（態度・志向性）

到達目標

①　「コミュニケーション」に対するイメージ

②　異文化コミュニケーションの基礎概念　（ペアワーク）

③　自己とアイデンティティ

④　コミュニケーションの阻害要因

⑤　コミュニケーションの阻害要因を減らすためにできること

⑥　応用（１）　事例から考える①　（グループワーク）

⑦　文化的価値観と思考パターン　（ペアワーク）

⑧　カルチャーショックと適応のプロセス　

⑨　メッセージを伝える（１）　言語コミュニケーション　（ペアワーク）

⑩　メッセージを伝える（２）　非言語コミュニケーション　（グループワーク）

⑪　「聴く」技術　（ペアワーク）

⑫　対人コミュニケーション　

⑬　応用（２）　事例から考える②　（グループワーク）

⑭　応用（３）　自身の経験を振り返る　

⑮　授業内容のまとめと期末試験

授業計画

・授業前準備学習：各回授業で扱う教科書の当該箇所を予習しておく。
　　　　　　　　　（学習時間：2時間）
・授業後学習：授業内で取り上げられたキーワードの解説や要点を確認・整理し、テーマに対する理解と考察を
　　　　　　　深める。確認テストで理解度を確認する。（学習時間：2時間）

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義の後には適宜ペアワークやグループワークなど、ディスカッションの時間を設け、学んだことを基に自らが
考え、行動できる判断力を養えるよう、講義と演習を並行した授業を行う。

授業方法

授業態度　30％、小テスト（確認テスト）　10％、期末試験　60％
授業態度 ： 授業態度では、グループ（ペア）ワークへの参加度、各回提出のリアクションペーパー（講義内
　　　　　　容についてのコメント・質問など）の内容・記述の的確さなどを含め、総合的に評価する（到達
　　　　　　目標１、２の確認）。
期末試験 ： 授業で扱った「異文化コミュニケーション」の考え方に対する理解度、学んだことを実践的に活
　　　　　　用できる力について評価する。（到達度１、２、３の確認）

評価基準と
評価方法

授業に参加する前に、教科書の当該箇所を読んで予習しておくこと。

履修上の注意

『はじめて学ぶ異文化コミュニケーション』、石井敏・久米昭元・長谷川典子・桜木俊行・石黒武人著、有斐閣
選書（2019年）ISBN978-4-641-28133-2

教科書
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授業内で適宜紹介します。

参考書
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コミュニケーション系列科目区分

コミュニケーション・スキル科目名

尹　寛子担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z31040

後期／2nd　semester 2.01～2木曜1曜日・時限学期 単位数配当学年

他者との円滑な関係を築くためにはどうすれば良いのか、人間関係を構築する際に必要なコミュニケーションに
おいて望まれる考え方や行動を学ぶ。

授業のテーマ

「文化背景の異なる人々との間で起こるコミュニケーション」という観点から「異文化コミュニケーション」に
関する研究や理論を紹介し、他者とコミュニケーションを取る場面で基本となる考え方の導入を図る。さらにそ
れらを実際の状況に当てはめてふさわしい判断をし、行動できる力を養うため、様々な事例を見ながらグループ
（ペア）ワークを行う。

授業の概要

１．異文化コミュニケーション研究における基本的な考え方を理解し、それらを自身の経験や実際の状況に当て
はめて考えることができる。（知識・理解）
２．状況にふさわしい判断と態度でコミュニケーションを取ることができる。（汎用的技能）
３．他者を多角的な視点から捉え、理解することができる。（態度・志向性）

到達目標

①　「コミュニケーション」に対するイメージ

②　異文化コミュニケーションの基礎概念　（ペアワーク）

③　自己とアイデンティティ

④　コミュニケーションの阻害要因

⑤　コミュニケーションの阻害要因を減らすためにできること

⑥　応用（１）　事例から考える①　（グループワーク）

⑦　文化的価値観と思考パターン　（ペアワーク）

⑧　カルチャーショックと適応のプロセス　

⑨　メッセージを伝える（１）　言語コミュニケーション　（ペアワーク）

⑩　メッセージを伝える（２）　非言語コミュニケーション　（グループワーク）

⑪　「聴く」技術　（ペアワーク）

⑫　対人コミュニケーション　

⑬　応用（２）　事例から考える②　（グループワーク）

⑭　応用（３）　自身の経験を振り返る　

⑮　授業内容のまとめと期末試験

授業計画

・授業前準備学習：各回授業で扱う教科書の当該箇所を予習しておく。
　　　　　　　　　（学習時間：2時間）
・授業後学習：授業内で取り上げられたキーワードの解説や要点を確認・整理し、テーマに対する理解と考察を
　　　　　　　深める。確認テストで理解度を確認する。（学習時間：2時間）

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義の後には適宜ペアワークやグループワークなど、ディスカッションの時間を設け、学んだことを基に自らが
考え、行動できる判断力を養えるよう、講義と演習を並行した授業を行う。

授業方法

授業態度　30％、小テスト（確認テスト）　10％、期末試験　60％
授業態度 ： 授業態度では、グループ（ペア）ワークへの参加度、各回提出のリアクションペーパー（講義内
　　　　　　容についてのコメント・質問など）の内容・記述の的確さなどを含め、総合的に評価する（到達
　　　　　　目標１、２の確認）。
期末試験 ： 授業で扱った「異文化コミュニケーション」の考え方に対する理解度、学んだことを実践的に活
　　　　　　用できる力について評価する。（到達度１、２、３の確認）

評価基準と
評価方法

授業に参加する前に、教科書の当該箇所を読んで予習しておくこと。

履修上の注意

『はじめて学ぶ異文化コミュニケーション』、石井敏・久米昭元・長谷川典子・桜木俊行・石黒武人著、有斐閣
選書（2019年）ISBN978-4-641-28133-2

教科書
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授業内で適宜紹介します。
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コミュニケーション系列科目区分

伝わる話しことば科目名

尾形　文担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z32030

前期／1st　semester 2.02～3月曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

意識して話す：話し手としての自分の話し方や使用語彙を自覚するとともに、聴き手としてどのような態度をと
っているかについても振り返り、よりよいコミュニケーションを行うためには今後どのように改善をすればいい
かを考える。授業のテーマ

誰かと話している時に、「あれ？誤解されたかな？」とか、「どうしてわかってくれないんだろう。」と感じた
ことはないだろうか。この授業では、なぜそのような事態が発生するのかを考え、より良い話し方を身につける
。まず、自分の考えや思いを聴き手に伝えるためには、どんなことを意識して話せばいいのかを考える。次に、
さまざまな場面を想定して、実際に話す練習をする。自分の話し手としての態度や、聴き手としての姿勢がどの
ように変化したのかは、毎回の授業で行う振り返りで知ることができる。15回の授業で、話し上手な「私」を目
指そう。

授業の概要

・コミュニケーションが社会の中でどのように展開されているかを知ることができる〈知識・理解〉
・現在の自分のコミュニケーション能力を意識し、さらなる向上を目指すことができる〈態度・志向性〉
・円滑なコミュニケーションのために必要な能力（発話・傾聴・柔軟性など）を身につけることができる〈汎用
的技能〉

到達目標

第1回　コミュニケーションとは？
第2回　自分のコミュニケーションの機会について考えよう
第3回　自己紹介：自己紹介の目的を考えて、自己紹介をする（個別発表１）
第4回　自分の話し方の特徴を知る：グループでのおしゃべりを録音して、自分の話し方を分析する
第5回　アサーティブコミュニケーション　１　アサーティブコミュニケーションについて知る
第6回　アサーティブコミュニケーション　２　アサーティブコミュニケーションを実践しよう（伝える）
第7回　アサーティブコミュニケーション　３　アサーティブコミュニケーションを実践しよう（聴く）
第8回　外国人とのコミュニケーション
第9回　ちょっといい話（個別発表2）
第10回　正しい日本語とは？（1）巷で耳にする変な日本語
第11回　正しい日本語とは？（2）敬語の復習
第12回　「わたし」について考える：マインドマップを使って
第13回　私の専門と将来のビジョン（個別発表3）
第14回　面接のための話しことば：頻出質問と志望動機について（個別発表4）
第15回　授業全体の振り返り：①質問など　②自己評価書の作成（「振り返りシート」をもとに自分の
　　　　話しことばがどのように変化したかを書く。）

授業計画

授業前学習：各回の授業の最後に、次回の授業で活用する課題を出す。（2時間程度の課題）
授業後学習：①毎回の授業の最後に、その日の授業内容と自分についての振り返りを「振り返りシート」に記入
して提出する。（記入時間は10分ほど。）②授業で学んだことを批判的にとらえ、次回までに質問を３つ考えて
くる。（2時間程度）

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

「知識を得る」のではなく「考える」ことを重視するため、グルーワークを中心に授業を行います。グループワ
ークでは、人の意見を聞くことにより思考を深め、自分の考えを発言する練習をします。また、大勢の前で発表
をすることに慣れるために、個別発表も行います。授業方法

授業中の発表30％、「振り返りシート」の提出と授業態度30％、自己評価書40％

評価基準と
評価方法

・話すのが苦手な人、ぜひ受講してください。みんなでゆっくり練習しましょう。
・実践的な授業です。自分で考えて行動する能動的な態度で受講してください。
・履修者25名以内
・履修上の注意：グループワークやペアワークを行いますので、欠席の場合は必ず事前に連絡してください。10
回以上の出席がないと、受講資格を失います。

履修上の注意

なし

教科書

授業で紹介する。

参考書
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コミュニケーション系列科目区分

伝わる話しことば科目名

尾形　文担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z32030

前期／1st　semester 2.02～3月曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

意識して話す：話し手としての自分の話し方や使用語彙を自覚するとともに、聴き手としてどのような態度をと
っているかについても振り返り、よりよいコミュニケーションを行うためには今後どのように改善をすればいい
かを考える。授業のテーマ

誰かと話している時に、「あれ？誤解されたかな？」とか、「どうしてわかってくれないんだろう。」と感じた
ことはないだろうか。この授業では、なぜそのような事態が発生するのかを考え、より良い話し方を身につける
。まず、自分の考えや思いを聴き手に伝えるためには、どんなことを意識して話せばいいのかを考える。次に、
さまざまな場面を想定して、実際に話す練習をする。自分の話し手としての態度や、聴き手としての姿勢がどの
ように変化したのかは、毎回の授業で行う振り返りで知ることができる。15回の授業で、話し上手な「私」を目
指そう。

授業の概要

・コミュニケーションが社会の中でどのように展開されているかを知ることができる〈知識・理解〉
・現在の自分のコミュニケーション能力を意識し、さらなる向上を目指すことができる〈態度・志向性〉
・円滑なコミュニケーションのために必要な能力（発話・傾聴・柔軟性など）を身につけることができる〈汎用
的技能〉

到達目標

第1回　コミュニケーションとは？
第2回　自分のコミュニケーションの機会について考えよう
第3回　自己紹介：自己紹介の目的を考えて、自己紹介をする（個別発表１）
第4回　自分の話し方の特徴を知る：グループでのおしゃべりを録音して、自分の話し方を分析する
第5回　アサーティブコミュニケーション　１　アサーティブコミュニケーションについて知る
第6回　アサーティブコミュニケーション　２　アサーティブコミュニケーションを実践しよう（伝える）
第7回　アサーティブコミュニケーション　３　アサーティブコミュニケーションを実践しよう（聴く）
第8回　外国人とのコミュニケーション
第9回　ちょっといい話（個別発表2）
第10回　正しい日本語とは？（1）巷で耳にする変な日本語
第11回　正しい日本語とは？（2）敬語の復習
第12回　「わたし」について考える：マインドマップを使って
第13回　私の専門と将来のビジョン（個別発表3）
第14回　面接のための話しことば：頻出質問と志望動機について（個別発表4）
第15回　授業全体の振り返り：①質問など　②自己評価書の作成（「振り返りシート」をもとに自分の
　　　　話しことばがどのように変化したかを書く。）

授業計画

授業前学習：各回の授業の最後に、次回の授業で活用する課題を出す。（2時間程度の課題）
授業後学習：①毎回の授業の最後に、その日の授業内容と自分についての振り返りを「振り返りシート」に記入
して提出する。（記入時間は10分ほど。）②授業で学んだことを批判的にとらえ、次回までに質問を３つ考えて
くる。（2時間程度）

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

「知識を得る」のではなく「考える」ことを重視するため、グルーワークを中心に授業を行います。グループワ
ークでは、人の意見を聞くことにより思考を深め、自分の考えを発言する練習をします。また、大勢の前で発表
をすることに慣れるために、個別発表も行います。授業方法

授業中の発表30％、「振り返りシート」の提出と授業態度30％、自己評価書40％

評価基準と
評価方法

・話すのが苦手な人、ぜひ受講してください。みんなでゆっくり練習しましょう。
・実践的な授業です。自分で考えて行動する能動的な態度で受講してください。
・履修者25名以内
・履修上の注意：グループワークやペアワークを行いますので、欠席の場合は必ず事前に連絡してください。10
回以上の出席がないと、受講資格を失います。

履修上の注意

なし

教科書

授業で紹介する。

参考書
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コミュニケーション系列科目区分

伝わる話しことば科目名

尾形　文担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z32030

後期／2nd　semester 2.02～3月曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

意識して話す：話し手としての自分の話し方や使用語彙を自覚するとともに、聴き手としてどのような態度をと
っているかについても振り返り、よりよいコミュニケーションを行うためには今後どのように改善をすればいい
かを考える。授業のテーマ

誰かと話している時に、「あれ？誤解されたかな？」とか、「どうしてわかってくれないんだろう。」と感じた
ことはないだろうか。この授業では、なぜそのような事態が発生するのかを考え、より良い話し方を身につける
。まず、自分の考えや思いを聴き手に伝えるためには、どんなことを意識して話せばいいのかを考える。次に、
さまざまな場面を想定して、実際に話す練習をする。自分の話し手としての態度や、聴き手としての姿勢がどの
ように変化したのかは、毎回の授業で行う振り返りで知ることができる。15回の授業で、話し上手な「私」を目
指そう。

授業の概要

・コミュニケーションが社会の中でどのように展開されているかを知ることができる〈知識・理解〉
・現在の自分のコミュニケーション能力を意識し、さらなる向上を目指すことができる〈態度・志向性〉
・円滑なコミュニケーションのために必要な能力（発話・傾聴・柔軟性など）を身につけることができる〈汎用
的技能〉

到達目標

第1回　コミュニケーションとは？
第2回　自分のコミュニケーションの機会について考えよう
第3回　自己紹介：自己紹介の目的を考えて、自己紹介をする（個別発表１）
第4回　自分の話し方の特徴を知る：グループでのおしゃべりを録音して、自分の話し方を分析する
第5回　アサーティブコミュニケーション　１　アサーティブコミュニケーションについて知る
第6回　アサーティブコミュニケーション　２　アサーティブコミュニケーションを実践しよう（伝える）
第7回　アサーティブコミュニケーション　３　アサーティブコミュニケーションを実践しよう（聴く）
第8回　外国人とのコミュニケーション
第9回　ちょっといい話（個別発表2）
第10回　正しい日本語とは？（1）巷で耳にする変な日本語
第11回　正しい日本語とは？（2）敬語の復習
第12回　「わたし」について考える：マインドマップを使って
第13回　私の専門と将来のビジョン（個別発表3）
第14回　面接のための話しことば：頻出質問と志望動機について（個別発表4）
第15回　授業全体の振り返り：①質問など　②自己評価書の作成（「振り返りシート」をもとに自分の
　　　　話しことばがどのように変化したかを書く。）

授業計画

授業前学習：各回の授業の最後に、次回の授業で活用する課題を出す。（2時間程度の課題）
授業後学習：①毎回の授業の最後に、その日の授業内容と自分についての振り返りを「振り返りシート」に記入
して提出する。（記入時間は10分ほど。）②授業で学んだことを批判的にとらえ、次回までに質問を３つ考えて
くる。（2時間程度）

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

「知識を得る」のではなく「考える」ことを重視するため、グルーワークを中心に授業を行います。グループワ
ークでは、人の意見を聞くことにより思考を深め、自分の考えを発言する練習をします。また、大勢の前で発表
をすることに慣れるために、個別発表も行います。授業方法

授業中の発表30％、「振り返りシート」の提出と授業態度30％、自己評価書40％

評価基準と
評価方法

・話すのが苦手な人、ぜひ受講してください。みんなでゆっくり練習しましょう。
・実践的な授業です。自分で考えて行動する能動的な態度で受講してください。
・履修者25名以内
・履修上の注意：グループワークやペアワークを行いますので、欠席の場合は必ず事前に連絡してください。10
回以上の出席がないと、受講資格を失います。

履修上の注意

なし

教科書

授業で紹介する。

参考書
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コミュニケーション系列科目区分

伝わる話しことば科目名

尾形　文担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z32030

後期／2nd　semester 2.02～3月曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

意識して話す：話し手としての自分の話し方や使用語彙を自覚するとともに、聴き手としてどのような態度をと
っているかについても振り返り、よりよいコミュニケーションを行うためには今後どのように改善をすればいい
かを考える。授業のテーマ

誰かと話している時に、「あれ？誤解されたかな？」とか、「どうしてわかってくれないんだろう。」と感じた
ことはないだろうか。この授業では、なぜそのような事態が発生するのかを考え、より良い話し方を身につける
。まず、自分の考えや思いを聴き手に伝えるためには、どんなことを意識して話せばいいのかを考える。次に、
さまざまな場面を想定して、実際に話す練習をする。自分の話し手としての態度や、聴き手としての姿勢がどの
ように変化したのかは、毎回の授業で行う振り返りで知ることができる。15回の授業で、話し上手な「私」を目
指そう。

授業の概要

・コミュニケーションが社会の中でどのように展開されているかを知ることができる〈知識・理解〉
・現在の自分のコミュニケーション能力を意識し、さらなる向上を目指すことができる〈態度・志向性〉
・円滑なコミュニケーションのために必要な能力（発話・傾聴・柔軟性など）を身につけることができる〈汎用
的技能〉

到達目標

第1回　コミュニケーションとは？
第2回　自分のコミュニケーションの機会について考えよう
第3回　自己紹介：自己紹介の目的を考えて、自己紹介をする（個別発表１）
第4回　自分の話し方の特徴を知る：グループでのおしゃべりを録音して、自分の話し方を分析する
第5回　アサーティブコミュニケーション　１　アサーティブコミュニケーションについて知る
第6回　アサーティブコミュニケーション　２　アサーティブコミュニケーションを実践しよう（伝える）
第7回　アサーティブコミュニケーション　３　アサーティブコミュニケーションを実践しよう（聴く）
第8回　外国人とのコミュニケーション
第9回　ちょっといい話（個別発表2）
第10回　正しい日本語とは？（1）巷で耳にする変な日本語
第11回　正しい日本語とは？（2）敬語の復習
第12回　「わたし」について考える：マインドマップを使って
第13回　私の専門と将来のビジョン（個別発表3）
第14回　面接のための話しことば：頻出質問と志望動機について（個別発表4）
第15回　授業全体の振り返り：①質問など　②自己評価書の作成（「振り返りシート」をもとに自分の
　　　　話しことばがどのように変化したかを書く。）

授業計画

授業前学習：各回の授業の最後に、次回の授業で活用する課題を出す。（2時間程度の課題）
授業後学習：①毎回の授業の最後に、その日の授業内容と自分についての振り返りを「振り返りシート」に記入
して提出する。（記入時間は10分ほど。）②授業で学んだことを批判的にとらえ、次回までに質問を３つ考えて
くる。（2時間程度）

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

「知識を得る」のではなく「考える」ことを重視するため、グルーワークを中心に授業を行います。グループワ
ークでは、人の意見を聞くことにより思考を深め、自分の考えを発言する練習をします。また、大勢の前で発表
をすることに慣れるために、個別発表も行います。授業方法

授業中の発表30％、「振り返りシート」の提出と授業態度30％、自己評価書40％

評価基準と
評価方法

・話すのが苦手な人、ぜひ受講してください。みんなでゆっくり練習しましょう。
・実践的な授業です。自分で考えて行動する能動的な態度で受講してください。
・履修者25名以内
・履修上の注意：グループワークやペアワークを行いますので、欠席の場合は必ず事前に連絡してください。10
回以上の出席がないと、受講資格を失います。

履修上の注意

なし

教科書

授業で紹介する。

参考書
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コミュニケーション系列科目区分

伝わる話しことば科目名

島津　浩美担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z32030

前期／1st　semester 2.02～3水曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

意識して話す：話し手としての自分の話し方や使用語彙を自覚するとともに、聴き手としてどのような態度をと
っているかについても振り返り、よりよいコミュニケーションを行うためには今後どのように改善をすればいい
かを考える。授業のテーマ

誰かと話している時に、「あれ？誤解されたかな？」とか、「どうしてわかってくれないんだろう。」と感じた
ことはないだろうか。この授業では、なぜそのような事態が発生するのか、自分の気持ちや考えを正確に伝える
ためにはどうすればいいのかについて一緒に考えていく。まず、自分の考えや思いを聞き手に伝えるためには、
どんなことを意識して話せばいいのかを考える。次に、さまざまな場面を想定して、実際にどのように言えばい
いのか、それを言われたとき、聞き手としてどう感じるかも考えながら、より良い表現を探っていく。こうした
活動を通じて、自分の話し手としての態度や、聞き手としての姿勢について、毎回の授業で振り返ってもらい、
リアクションペーパーに記入することで意識してもらう。15回の授業で、聞き上手でもあり話し上手でもある人
を育成することを目指す。

授業の概要

(1)コミュニケーションが社会の中でどのように展開されているかを知り、説明できる【知識・理解】
(2)現在の自分のコミュニケーション能力を意識した上で、円滑なコミュニケーションのために必要な能力
  （発話・傾聴・柔軟性など）を身につけることができる【汎用的技能】
(3)実際の場面で、人と協調しながら自分の考えを表現し、コミュニケーションができる【汎用的能】【態度・
志向性】

到達目標

第 1回　コミュニケーションとは？
第 2回　自分のコミュニケーションについて考えよう
　      自己紹介：自己紹介の目的を考えて、自己紹介をする（個別発表１）
第 3回  アサーティブコミュニケーション　１　アサーティブコミュニケーションについて知る
第 4回　アサーティブコミュニケーション　２　アサーティブコミュニケーションを実践しよう（伝える）
第 5回　アサーティブコミュニケーション　３　アサーティブコミュニケーションを実践しよう（聴く）
第 6回　ちょっとした話（個別発表２）
第 7回　考えてみよう①「お願いする」
第 8回　考えてみよう②「断る」
第 9回　考えてみよう③「話を聞いて、会話を続ける」
第10回　考えてみよう④「提案する・説明する」
第11回　不思議な日本語
第12回　敬語のはなし
第13回　私の専門と将来のビジョン（個別発表３）
第14回　面接のための話しことば
第15回　授業全体の振り返り：
　　　　①これまでの授業のまとめ（質問など）　
　　　　②自己評価書の作成（毎回記載した「リアクションペーパー」をもとに自分の話しことばがどのように
　　　　　変化したかを書く）

授業計画

授業前学習：毎回の授業の最後に、次回の授業内容に関する課題を出すので、準備してくる。＜2時間＞
授業後学習：授業で得た知識を実際の自分の言語行動に取り入れ、自分の言語行動の変化やコミュニケーション
における変化などについてまとめておく。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義：コミュニケーションに関する基本的な知識を持ってもらうために、コースの前半は、講義を中心に行う。
また、言語について考えてもらうために、後半では簡単な課題を課してから、解説・講義を行う形をとる。
ただし、以下の回についてはアクティブラーニングを取り入れる。
アクティブラーニング：
＜第2回・第6回・第13回＞　プレゼンテーション
自分の考えを大勢の前で発表することに慣れるために、テーマに関する発表をしてもらう。
＜第7～10回＞　グループワーク
課題に関してディスカッションをしながらグループワークをする。グループワークでは、自分の意見を発信する
練習と、人の意見を聞く練習も兼ねる。

授業方法

(a)評価基準と評価方法
・計3回の授業中の発表　30％　
　内容や態度や聞き手の評価シートを総合的に評価　
  到達目標(2)および(3)に関する到達度の確認
・授業内での提出物　30％　
　リアクションペーパー(その日の授業内容についてのコメントや質問および自分についての振り返り)の内容、
　グループワークの課題シートの的確さ・発表評価シートの内容等を総合的に評価
　到達目標(1)および(2)に関する到達度の確認
・最終回での自己評価書　40％
　理解度・具体性を評価　到達目標(2)および(3)に関する到達度の確認
(b)フィードバック
リアクションペーパーのコメント・質問等については翌週授業で紹介・解説する。
グループワークシートについてはコメントを記載の上、翌週の授業で返却し、内容については全体で共有する。
発表に関しては、発表評価シートをまとめ、発表者にフィードバックする。
それ以外に行った授業中の課題については、翌週の授業で解説する。

評価基準と
評価方法
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評価基準と
評価方法

・10回以上の出席がないと受講資格を失う。
・「話しことば」を扱うため、授業には能動的に参加すること。
・グループワークや発表の予定を組むため、都合により欠席する場合は、当日の午前中までに連絡すること。履修上の注意

プリントを配布する。

教科書

授業で紹介する。

参考書
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コミュニケーション系列科目区分

伝わる文章I／伝わる文章A科目名

大貫　菜穂担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z31010

前期／1st　semester 2.01～2月曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

大学生活・社会生活に必要な文章力の基礎をつけること。

授業のテーマ

基礎的な文章のルールを確認したうえで、敬語やメールの書き方、レポートを書く際のマナーなど、学生生活お
よび社会生活に必要な基本的な知識を学ぶ。
具体的な状況を想定し、読み手にとってわかりやすい文章とは何かを考えながら実際に文章を作成することで、
能力の定着、向上を目指す。
また、グループやペアになり協同作業で文章を作成したり、互いに書いたものを読み合う機会を設け、「伝わる
文章」がどういった文章なのかを自ら判断する目を養う。

授業の概要

(1)考えながら書くことで、さまざまな状況において適切な文章のスタイルを選ぶことができる。【汎用的技能
】
(2)誰に対しても失礼にならないメールを書くことができる。【汎用的技能】
(3)基本的な敬語の仕組みを理解し、正確に使える。【汎用的技能】
(4)「何を書くか」だけではなく「どのように書くか」を考え、書面を整えることができる。【汎用的技能】
(5)レポートのマナーを理解し、必要な表現を選ぶことができる。【汎用的技能】

到達目標

第1回　イントロダクション［PC必携］
第2回　状況に応じた文章・文体
第3回　設定に応じた紹介文［PC必携］
第4回　メール(1)情報を知らせる［PC必携］
第5回　メール(2)依頼する　　　［PC必携］
第6回　敬語の練習
第7回　敬語と手紙［PC必携］
第8回　質疑応答・振り返り・確認テスト(1)
第9回　アカデミックライティングの語彙・表現［PC必携］
第10回  事実を客観的な表現で述べる［PC必携］
第11回  事実と意見を書き分ける［PC必携］
第12回  レポートの基本的なマナー・引用のルール［PC必携］
第13回  レポートの構成や章立て［PC必携］
第14回  質疑応答・振り返り・確認テスト(2)
第15回  全体の講評・個人の課題を明確にする

授業計画

授業後学習：
・授業で扱った練習問題の確認、および持ち帰りの提出課題で技能の定着を図る。持ち帰りの課題はmanabaで提
出・フィードバックする場合もある。〈2時間〉
・構造化されたフォーマルな文章に慣れるために書籍（分野は問わない）を読む。〈2時間〉

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義・演習をおよそ半々の割合で実施する。
毎回の授業テーマについて解説した後、個人やグループ、ペアで練習問題に取り組む。練習した成果を互いに読
む機会も設ける。
＜BYOD対象科目＞

授業方法

・提出課題30%：授業内、および持ち帰りの課題により、授業内容の理解度、定着度を評価する。到達目標の(1)
(4)、授業回に応じて(2)(3)(5)の到達度を確認する。
・授業態度20%：授業内課題やグループワークへの協調性、相互コメントの際の観点を的確さを評価する。到達
目標の(1)〜(5)の到達度を確認する。
・テスト(2回)50%：授業で学んだ知識が適切に活用できるかを評価する。1回目のテストでは到達目標の(1)〜(4
)、2回目のテストでは(1)(4)(5)の到達度を確認する。（テストを受けなかった場合は、単位を認定しません。
ただし、正当な理由があり、教務課に「試験欠席届」を提出した場合に限り、再試験を認めます。）

評価基準と
評価方法

・グループワークや授業中に行う作業に積極的に参加することは必須であり、ただそこにいることを「出席」と
はみなさない。
・正当な理由なく3回欠席した場合、最終評価の対象としない。また、正当な理由のない遅刻は認めない。
・私語やスマートフォンの使用など、授業を妨げるもの、とりわけ他の学生の学習を妨げるものに対しては厳し
く対処する。

履修上の注意

適宜レジュメを使用する。

教科書

授業中に紹介する。

参考書
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コミュニケーション系列科目区分

伝わる文章I／伝わる文章A科目名

大貫　菜穂担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z31010

前期／1st　semester 2.01～2月曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

大学生活・社会生活に必要な文章力の基礎をつけること。

授業のテーマ

基礎的な文章のルールを確認したうえで、敬語やメールの書き方、レポートを書く際のマナーなど、学生生活お
よび社会生活に必要な基本的な知識を学ぶ。
具体的な状況を想定し、読み手にとってわかりやすい文章とは何かを考えながら実際に文章を作成することで、
能力の定着、向上を目指す。
また、グループやペアになり協同作業で文章を作成したり、互いに書いたものを読み合う機会を設け、「伝わる
文章」がどういった文章なのかを自ら判断する能力を養う。

授業の概要

(1)考えながら書くことで、さまざまな状況において適切な文章のスタイルを選ぶことができる。【汎用的技能
】
(2)誰に対しても失礼にならないメールを書くことができる。【汎用的技能】
(3)基本的な敬語の仕組みを理解し、正確に使える。【汎用的技能】
(4)「何を書くか」だけではなく「どのように書くか」を考え、書面を整えることができる。【汎用的技能】
(5)レポートのマナーを理解し、必要な表現を選ぶことができる。【汎用的技能】

到達目標

第1回　イントロダクション［PC必携］
第2回　状況に応じた文章・文体
第3回　設定に応じた紹介文［PC必携］
第4回　メール(1)情報を知らせる［PC必携］
第5回　メール(2)依頼する　　　［PC必携］
第6回　敬語の練習
第7回　敬語と手紙［PC必携］
第8回　質疑応答・振り返り・確認テスト(1)
第9回　アカデミックライティングの語彙・表現［PC必携］
第10回  事実を客観的な表現で述べる［PC必携］
第11回  事実と意見を書き分ける［PC必携］
第12回  レポートの基本的なマナー・引用のルール［PC必携］
第13回  レポートの構成や章立て［PC必携］
第14回  質疑応答・振り返り・確認テスト(2)
第15回  全体の講評・個人の課題を明確にする

授業計画

授業後学習：
・授業で扱った練習問題の確認、および持ち帰りの提出課題で技能の定着を図る。持ち帰りの課題はmanabaで提
出・フィードバックする場合もある。〈2時間〉
・構造化されたフォーマルな文章に慣れるために書籍（分野は問わない）を読む。〈2時間〉

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義・演習をおよそ半々の割合で実施する。
毎回の授業テーマについて解説した後、個人やグループ、ペアで練習問題に取り組む。練習した成果を互いに読
む機会も設ける。
＜BYOD対象科目＞

授業方法

・提出課題30%：授業内、および持ち帰りの課題により、授業内容の理解度、定着度を評価する。到達目標の(1)
(4)、授業回に応じて(2)(3)(5)の到達度を確認する。
・授業態度20%：授業内課題やグループワークへの協調性、相互コメントの際の観点を的確さを評価する。到達
目標の(1)〜(5)の到達度を確認する。
・テスト(2回)50%：授業で学んだ知識が適切に活用できるかを評価する。1回目のテストでは到達目標の(1)〜(4
)、2回目のテストでは(1)(4)(5)の到達度を確認する。（テストを受けなかった場合は、単位を認定しません。
ただし、正当な理由があり、教務課に「試験欠席届」を提出した場合に限り、再試験を認めます。）

評価基準と
評価方法

・グループワークや授業中に行う作業に積極的に参加することは必須であり、ただそこにいることを「出席」と
はみなさない。
・正当な理由なく3回欠席した場合、最終評価の対象としない。また、正当な理由のない遅刻は認めない。
・私語やスマートフォンの使用など、授業を妨げるもの、とりわけ他の学生の学習を妨げるものに対しては厳し
く対処する。

履修上の注意

適宜レジュメを使用する。

教科書

授業中に紹介する。

参考書
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コミュニケーション系列科目区分

伝わる文章I／伝わる文章A科目名

岡崎　昌宏担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z31010

前期／1st　semester 2.01～2水曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

大学生活・社会生活に必要な文章力の基礎を身につける。

授業のテーマ

大学生・社会人として必要な「伝わる文章」を書く能力を身につけることを目的とし、実践的な練習をします
。
「伝わる文章A」では、敬語やメールの書き方、レポートを書く際のマナーなど、学生生活に必要な
基礎的な知識を学びます。具体的な状況を想定し、読み手にとってわかりやすい文章とは何かを考えながら、
実際に文章を作成します。
より理解を深めるため、グループやペアになり協同作業で文章を作成し、その成果を発表する機会や、
お互いの書いたものを読み合う機会も設けます。

授業の概要

・考えながら書くことで、さまざまな状況において適切な文章のスタイルを選ぶことができる。【汎用的技能】
・誰に対しても失礼にならないメールを書くことができる。【汎用的技能】
・基本的な敬語の仕組みを理解し、正確に使える。【汎用的技能】
・「何を書くか」だけではなく「どのように書くか」を考え、書面を整えることができる。【汎用的技能】
・レポートのマナーを理解し、必要な表現を選ぶことができる。【汎用的技能】

到達目標

第1回イントロダクション[PC必携]
第2回　状況に応じた文章・文体[PC必携]
第3回　設定に応じた紹介文[PC必携]
第4回　メール（１）情報を知らせる[PC必携]
第5回　メール（２）依頼する[PC必携]
第6回　敬語の練習[PC必携]
第7回　敬語と手紙[PC必携]
第8回　質疑応答・振り返り・確認テスト（１）
第9回　アカデミックライティングの語彙・表現[PC必携]
第10回　事実を客観的な表現で述べる[PC必携]
第11回　事実と意見を書き分ける[PC必携]
第12回　レポートの基本的なマナー・引用のルール[PC必携]
第13回　レポートの構成や章立て[PC必携]
第14回　質疑応答・振り返り・確認テスト（２）
第15回　全体の講評・個人の課題を明確にする[PC必携]

授業計画

授業後学習：
・授業で扱った練習問題の確認、および持ち帰りの提出課題で技能の定着を図る。持ち帰りの課題はmanabaで提
出・フィードバックする場合もある。＜2時間＞
・構造化されたフォーマルな文章に慣れるために書籍（分野は問わない）を読む。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義・演習の両方のスタイルで、グループワーク・ペアワークを取り入れ、毎回何らかの文章を書きます。
〈BYOD対象科目〉

授業方法

・提出課題30％：授業内、および持ち帰りの課題により、授業内容の理解度、定着度を評価する。到達目標の(1
)(4)、授業回に応じて(2)(3)(5)の到達度を確認する。
・授業態度20％：授業内課題やグループワークへの協調性、相互コメントの観点の的確さを評価する。到達
目標の(1)～(5)の到達度を確認する。
・テスト（２回）50％：授業で学んだ知識が適切に活用できるかを評価する。１回目のテストでは到達目標の(1
)～(4)、２回目のテストでは(1)(4)(5)の到達度を確認する。
（テストを受けなかった場合は、単位を認定しません。ただし、正当な理由があり、教務課に「試験欠席届」を
提出した場合に限り、再試験を認めます。）

評価基準と
評価方法

・グループワークや授業中に行う作業に積極的に参加することは必須です。ただそこにいることを「出席」とは
みなしません。
・正当な理由なく３回欠席した場合、最終評価の対象としません。また、正当な理由のない遅刻は認めません。
・私語、携帯電話の使用など、授業を妨げるものに対しては厳しく対処します。

履修上の注意

適宜プリントを使用します。

教科書

授業中に紹介します。

参考書



2024年度 神戸松蔭女子学院大学　シラバス

No.052370806 1 / 1

- - -

コミュニケーション系列科目区分

伝わる文章I／伝わる文章A科目名

岡田　裕子担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z31010

前期／1st　semester 2.01～2水曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

大学生活・社会生活に必要な文章力の基礎を身につける。

授業のテーマ

基礎的な文章のルールを確認したうえで、敬語やメールの書き方、レポートを書く際のマナーなど、学生生活お
よび社会生活に必要な基本的な知識を学ぶ。具体的な状況を想定し、読み手にとってわかりやすい文章とは何か
を考えながら実際に文章を作成することで、能力の定着、向上を目指す。また、グループやペアになり協同作業
で文章を作成したり、互いに書いたものを読み合う機会を設け、「伝わる文章」がどういった文章なのかを自ら
判断する目を養う。

授業の概要

(1)考えながら書くことで、さまざまな状況において適切な文章のスタイルを選ぶことができる。【汎用的技能
】
(2)誰に対しても失礼にならないメールを書くことができる。【汎用的技能】
(3)基本的な敬語の仕組みを理解し、正確に使える。【汎用的技能】
(4)「何を書くか」だけではなく「どのように書くか」を考え、書面を整えることができる。【汎用的技能】
(5)レポートのマナーを理解し、必要な表現を選ぶことができる。【汎用的技能】

到達目標

第1回  イントロダクション［PC必携］
第2回　状況に応じた文章・文体［PC必携］
第3回　設定に応じた紹介文［PC必携］
第4回　メール（１）情報を知らせる［PC必携］
第5回　メール（２）依頼する［PC必携］
第6回　敬語の練習［PC必携］
第7回　敬語と手紙［PC必携］
第8回　質疑応答・振り返り・確認テスト（１）
第9回　アカデミックライティングの語彙・表現［PC必携］
第10回　事実を客観的な表現で述べる［PC必携］
第11回　事実と意見を書き分ける［PC必携］
第12回　レポートの基本的なマナー・引用のルール［PC必携］
第13回　レポートの構成や章立て［PC必携］
第14回　質疑応答・振り返り・確認テスト（２）
第15回　全体の講評・個人の課題を明確にする［PC必携］

授業計画

授業後学習：
・授業で扱った練習問題の確認、および持ち帰りの提出課題で技能の定着を図る。持ち帰りの課題はmanabaで提
出・フィードバックする場合もある。＜2時間＞
・構造化されたフォーマルな文章に慣れるために書籍（分野は問わない）を読む。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義・演習をおよそ半々の割合で実施する。毎回の授業テーマについて解説した後、個人やグループ、ペアで練
習問題に取り組む。練習した成果を互いに読む機会も設ける。＜BYOD対象科目＞

授業方法

・提出課題30％：授業内、および持ち帰りの課題により、授業内容の理解度、定着度を評価する。
　　　　　　　　到達目標の(1)(4)、授業回に応じて(2)(3)(5)の到達度を確認する。
・授業態度20％：授業内課題やグループワークへの協調性、相互コメントの際の観点を的確さを評価する。
　　　　　　　　到達目標の(1)～(5)の到達度を確認する。
・テスト（２回）50％：授業で学んだ知識が適切に活用できるかを評価する。１回目のテストでは到達目標の
　　　　　　　　　　　(1)～(4)、２回目のテストでは(1)(4)(5)の到達度を確認する。
（テストを受けなかった場合は、単位を認定しません。ただし、正当な理由があり、教務課に「試験欠席届」を
提出した場合に限り、再試験を認めます。）

評価基準と
評価方法

・グループワークや授業中に行う作業に積極的に参加することは必須であり、ただそこにいることを「出席」と
はみなさない。
・正当な理由なく３回欠席した場合、最終評価の対象としない。また、正当な理由のない遅刻は認めない。
・私語、携帯の使用など、授業を妨げるものに対しては厳しく対処する。

履修上の注意

適宜プリントを使用する。

教科書

授業中に紹介する。

参考書
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コミュニケーション系列科目区分

伝わる文章I／伝わる文章A科目名

岡田　裕子担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z31010

前期／1st　semester 2.01～2水曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

大学生活・社会生活に必要な文章力の基礎を身につける。

授業のテーマ

基礎的な文章のルールを確認したうえで、敬語やメールの書き方、レポートを書く際のマナーなど、学生生活お
よび社会生活に必要な基本的な知識を学ぶ。具体的な状況を想定し、読み手にとってわかりやすい文章とは何か
を考えながら実際に文章を作成することで、能力の定着、向上を目指す。また、グループやペアになり協同作業
で文章を作成したり、互いに書いたものを読み合う機会を設け、「伝わる文章」がどういった文章なのかを自ら
判断する目を養う。

授業の概要

(1)考えながら書くことで、さまざまな状況において適切な文章のスタイルを選ぶことができる。【汎用的技能
】
(2)誰に対しても失礼にならないメールを書くことができる。【汎用的技能】
(3)基本的な敬語の仕組みを理解し、正確に使える。【汎用的技能】
(4)「何を書くか」だけではなく「どのように書くか」を考え、書面を整えることができる。【汎用的技能】
(5)レポートのマナーを理解し、必要な表現を選ぶことができる。【汎用的技能】

到達目標

第1回  イントロダクション［PC必携］
第2回　状況に応じた文章・文体［PC必携］
第3回　設定に応じた紹介文［PC必携］
第4回　メール（１）情報を知らせる［PC必携］
第5回　メール（２）依頼する［PC必携］
第6回　敬語の練習［PC必携］
第7回　敬語と手紙［PC必携］
第8回　質疑応答・振り返り・確認テスト（１）
第9回　アカデミックライティングの語彙・表現［PC必携］
第10回　事実を客観的な表現で述べる［PC必携］
第11回　事実と意見を書き分ける［PC必携］
第12回　レポートの基本的なマナー・引用のルール［PC必携］
第13回　レポートの構成や章立て［PC必携］
第14回　質疑応答・振り返り・確認テスト（２）
第15回　全体の講評・個人の課題を明確にする［PC必携］

授業計画

授業後学習：
・授業で扱った練習問題の確認、および持ち帰りの提出課題で技能の定着を図る。持ち帰りの課題はmanabaで提
出・フィードバックする場合もある。＜2時間＞
・構造化されたフォーマルな文章に慣れるために書籍（分野は問わない）を読む。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義・演習をおよそ半々の割合で実施する。毎回の授業テーマについて解説した後、個人やグループ、ペアで練
習問題に取り組む。練習した成果を互いに読む機会も設ける。＜BYOD対象科目＞

授業方法

・提出課題30％：授業内、および持ち帰りの課題により、授業内容の理解度、定着度を評価する。
　　　　　　　　到達目標の(1)(4)、授業回に応じて(2)(3)(5)の到達度を確認する。
・授業態度20％：授業内課題やグループワークへの協調性、相互コメントの際の観点を的確さを評価する。
　　　　　　　　到達目標の(1)～(5)の到達度を確認する。
・テスト（２回）50％：授業で学んだ知識が適切に活用できるかを評価する。１回目のテストでは到達目標の
　　　　　　　　　　　(1)～(4)、２回目のテストでは(1)(4)(5)の到達度を確認する。
（テストを受けなかった場合は、単位を認定しません。ただし、正当な理由があり、教務課に「試験欠席届」を
提出した場合に限り、再試験を認めます。）

評価基準と
評価方法

・グループワークや授業中に行う作業に積極的に参加することは必須であり、ただそこにいることを「出席」と
はみなさない。
・正当な理由なく３回欠席した場合、最終評価の対象としない。また、正当な理由のない遅刻は認めない。
・私語、携帯の使用など、授業を妨げるものに対しては厳しく対処する。

履修上の注意

適宜プリントを使用する。

教科書

授業中に紹介する。

参考書



2024年度 神戸松蔭女子学院大学　シラバス

No.052370803 1 / 1

- - -

コミュニケーション系列科目区分

伝わる文章I／伝わる文章A科目名

瀬戸　祐規担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z31010

前期／1st　semester 2.01～2金曜5曜日・時限学期 単位数配当学年

大学生活・社会生活に必要な文章力の基礎を身につける。

授業のテーマ

基礎的な文章のルールを確認したうえで、敬語やメールの書き方、レポートを書く際のマナーなど、学生生活お
よび社会生活に必要な基本的な知識を学ぶ。具体的な状況を想定し、読み手にとってわかりやすい文章とは何か
を考えながら実際に文章を作成することで、能力の定着、向上を目指す。また、グループやペアになり協同作業
で文章を作成したり、互いに書いたものを読み合う機会を設け、「伝わる文章」がどういった文章なのかを自ら
判断する目を養う。

授業の概要

(1)考えながら書くことで、さまざまな状況において適切な文章のスタイルを選ぶことができる【汎用的技能】
(2)誰に対しても失礼にならないメールを書くことができる【汎用的技能】
(3)基本的な敬語の仕組みを理解し、正確に使える【汎用的技能】
(4)「何を書くか」だけではなく「どのように書くか」を考え、書面を整えることができる【汎用的技能】
(5)レポートのマナーを理解し、必要な表現を選ぶことができる【汎用的技能】

到達目標

第1回　イントロダクション［PC必携］
第2回　状況に応じた文章・文体［PC必携］
第3回　設定に応じた紹介文［PC必携］
第4回　メール（１）情報を知らせる［PC必携］
第5回　メール（２）依頼する［PC必携］
第6回　敬語の練習［PC必携］
第7回　敬語と手紙［PC必携］
第8回　質疑応答・振り返り・確認テスト（１）［PC必携］
第9回　アカデミックライティングの語彙・表現［PC必携］
第10回　事実を客観的な表現で述べる［PC必携］
第11回　事実と意見を書き分ける［PC必携］
第12回　レポートの基本的なマナー・引用のルール［PC必携］
第13回　レポートの構成や章立て［PC必携］
第14回　質疑応答・振り返り・確認テスト（２）［PC必携］
第15回　全体の講評・個人の課題を明確にする［PC必携］

授業計画

授業後学習：
・授業で扱った練習問題の確認、および持ち帰りの提出課題で技能の定着を図る。持ち帰りの課題はmanabaで
　提出・フィードバックする場合もある。＜2時間＞
・構造化されたフォーマルな文章に慣れるために書籍（分野は問わない）を読む。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義・演習をおよそ半々の割合で実施する。毎回の授業テーマについて解説した後、個人やグループ、ペアで練
習問題に取り組む。練習した成果を互いに読む機会も設ける。＜BYOD対象科目＞

授業方法

・提出課題30％：授業内、および持ち帰りの課題により、授業内容の理解度、定着度を評価する。
　　　　　　　　到達目標の(1)(4)、授業回に応じて(2)(3)(5)の到達度を確認する。
・授業態度20％：授業内課題やグループワークへの協調性、相互コメント時の観点に対する的確さを評価する。
　　　　　　　　到達目標の(1)～(5)の到達度を確認する。
・テスト（２回）50％：授業で学んだ知識が適切に活用できるかを評価する。１回目のテストでは到達目標の
　　　　　　　　　　　(1)～(4)、２回目のテストでは(1)(4)(5)の到達度を確認する。
（テストを受けなかった場合は、単位を認定しません。ただし、正当な理由があり、教務課に「試験欠席届」を
提出した場合に限り、再試験を認めます。）

評価基準と
評価方法

・グループワークや授業中に行う作業に積極的に参加することは必須であり、ただそこにいることを「出席」と
　はみなさない。
・正当な理由なく３回欠席した場合、最終評価の対象としない。また、正当な理由のない遅刻は認めない。
・私語、携帯の使用など、授業を妨げるものに対しては厳しく対処する。

履修上の注意

適宜プリントを使用する。

教科書

授業中に紹介する。

参考書



2024年度 神戸松蔭女子学院大学　シラバス

No.052390151 1 / 1

- - -

コミュニケーション系列科目区分

伝わる文章II／伝わる文章B科目名

大貫　菜穂担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z31020

後期／2nd　semester 2.01～2月曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

大学生活・社会生活に必要な文章力の基礎をつけること。

授業のテーマ

必要な情報を、主観と客観を区別し、適切な表現と方法で伝える方法を学ぶ。
何かを紹介したり説明したりする文章やアカデミック・ライティング（レポートや論文の書き方）で、事実と意
見を書き分けることの必要性を確認し、実際に文章を作成する。
また、図表を適切に使用するためのルールや、資料を引用する際のルールを確認し、事実・情報に基づいて論理
的に文章を書くための能力の向上を目指す。
必要に応じてグループやペアで文章作成の作業をし、互いの書いたものを読み合う機会を設けることで、「伝わ
る文章」がどういったものかを判断する能力を養う。

授業の概要

(1)考えながら書くことで、さまざまな状況において適切な文章のスタイルを選ぶことができる。【汎用的技能
】
(2)文章をコミュニケーションとしてとらえ、他者に伝わる文章表現ができる。【汎用的技能】
(3)レポートの文章がどのようなものか理解し、望ましいものとそうでないものが区別できる。【汎用的技能】
(4)主観と客観を区別し、必要な情報を客観的に伝えることができる。【汎用的技能】
(5)根拠に基づいて自分の意見を論理的に主張できる。【汎用的技能】

到達目標

第1回 　イントロダクション
第2回 　事実と意見・話しことばと書き言葉
第3回 　紹介の文章(1)主観と客観
第4回 　紹介の文章(2)物語の紹介
第5回 　紹介の文章(3)書評を書く（PC必携）
第6回 　説明の文章(1)手順や道順
第7回 　説明の文章(2)図を使う
第8回 　質疑応答・振り返り・確認テスト(1)
第9回 　図表から情報を読み取る
第10回  文章を解釈する
第11回  事実に基づいた主張/(1)読解（PC必携）
第12回  事実に基づいた主張/(2)意見を書く（PC必携）
第13回  構成と章立てを考えて書く（PC必携）
第14回  質疑応答・振り返り・確認テスト(2)
第15回  全体の講評・個人の課題を明確にする

授業計画

授業後学習：
・授業で扱った練習問題の確認、および持ち帰りの提出課題で技能の定着を図る。持ち帰りの課題はmanabaで提
出・フィードバックする場合もある。〈2時間〉
・構造化されたフォーマルな文章に慣れるために書籍（分野は問わない）を読む。〈2時間〉

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義・演習をおよそ半々の割合で実施する。
毎回の授業テーマについて解説した後、個人やグループ、ペアで練習問題に取り組む。練習した成果を互いに読
む機会も設ける。〈BYOD対象科目〉授業方法

・提出課題30%：授業内、および持ち帰りの課題により、授業内容の理解度、定着度を評価する。到達目標の(1)
(4)、授業回に応じて(2)(3)(5)の到達度を確認する。
・授業態度20%：授業内課題やグループワークへの協調性、相互コメントの際の観点を的確さを評価する。到達
目標の(1)〜(5)の到達度を確認する。
・テスト(2回)50%：授業で学んだ知識が適切に活用できるかを評価する。1回目のテストでは到達目標の(1)〜(4
)、2回目のテストでは(1)(4)(5)の到達度を確認する。
（テストを受けなかった場合は、単位を認定しません。ただし、正当な理由があり、教務課に「試験欠席届」を
提出した場合に限り、再試験を認めます。）

評価基準と
評価方法

・グループワークや授業中に行う作業に積極的に参加することは必須であり、ただそこにいることを「出席」と
はみなさない。
・正当な理由なく3回欠席した場合、最終評価の対象としない。また、正当な理由のない遅刻は認めない。
・私語やスマートフォンの使用など、授業を妨げるもの、特に他の学生の学習を妨げる行為に対しては厳しく対
処する。

履修上の注意

適宜レジュメを使用する。

教科書

授業内でに紹介する。

参考書



2024年度 神戸松蔭女子学院大学　シラバス

No.052390230 1 / 1

- - -

コミュニケーション系列科目区分

伝わる文章II／伝わる文章B科目名

大貫　菜穂担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z31020

後期／2nd　semester 2.01～2月曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

大学生活・社会生活に必要な文章力の基礎をつけること。

授業のテーマ

必要な情報を、主観と客観を区別し、適切な表現と方法で伝える方法を学ぶ。
何かを紹介したり説明したりする文章やアカデミック・ライティング（レポートや論文の書き方）で、事実と意
見を書き分けることの必要性を確認し、実際に文章を作成する。
また、図表を適切に使用するためのルールや、資料を引用する際のルールを確認し、事実・情報に基づいて論理
的に文章を書くための能力の向上を目指す。
必要に応じてグループやペアで文章作成の作業をし、互いの書いたものを読み合う機会を設けることで、「伝わ
る文章」がどういったものかを判断する能力を養う。

授業の概要

(1)考えながら書くことで、さまざまな状況において適切な文章のスタイルを選ぶことができる。【汎用的技能
】
(2)文章をコミュニケーションとしてとらえ、他者に伝わる文章表現ができる。【汎用的技能】
(3)レポートの文章がどのようなものか理解し、望ましいものとそうでないものが区別できる。【汎用的技能】
(4)主観と客観を区別し、必要な情報を客観的に伝えることができる。【汎用的技能】
(5)根拠に基づいて自分の意見を論理的に主張できる。【汎用的技能】

到達目標

第1回 　イントロダクション
第2回 　事実と意見・話しことばと書き言葉
第3回 　紹介の文章(1)主観と客観
第4回 　紹介の文章(2)物語の紹介
第5回 　紹介の文章(3)書評を書く［PC必携］
第6回 　説明の文章(1)手順や道順
第7回 　説明の文章(2)図を使う
第8回 　質疑応答・振り返り・確認テスト(1)
第9回 　図表から情報を読み取る
第10回  文章を解釈する
第11回  事実に基づいた主張/(1)読解［PC必携］
第12回  事実に基づいた主張/(2)意見を書く［PC必携］
第13回  構成と章立てを考えて書く［PC必携］
第14回  質疑応答・振り返り・確認テスト(2)
第15回  全体の講評・個人の課題を明確にする

授業計画

授業後学習：
・授業で扱った練習問題の確認、および持ち帰りの提出課題で技能の定着を図る。持ち帰りの課題はmanabaで提
出・フィードバックする場合もある。〈2時間〉
・構造化されたフォーマルな文章に慣れるために書籍（分野は問わない）を読む。〈2時間〉

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義・演習をおよそ半々の割合で実施する。
毎回の授業テーマについて解説した後、個人やグループ、ペアで練習問題に取り組む。練習した成果を互いに読
む機会も設ける。〈BYOD対象科目〉授業方法

・提出課題30%：授業内、および持ち帰りの課題により、授業内容の理解度、定着度を評価する。到達目標の(1)
(4)、授業回に応じて(2)(3)(5)の到達度を確認する。
・授業態度20%：授業内課題やグループワークへの協調性、相互コメントの際の観点を的確さを評価する。到達
目標の(1)〜(5)の到達度を確認する。
・テスト(2回)50%：授業で学んだ知識が適切に活用できるかを評価する。1回目のテストでは到達目標の(1)〜(4
)、2回目のテストでは(1)(4)(5)の到達度を確認する。
（テストを受けなかった場合は、単位を認定しません。ただし、正当な理由があり、教務課に「試験欠席届」を
提出した場合に限り、再試験を認めます。）

評価基準と
評価方法

・グループワークや授業中に行う作業に積極的に参加することは必須であり、ただそこにいることを「出席」と
はみなさない。
・正当な理由なく3回欠席した場合、最終評価の対象としない。また、正当な理由のない遅刻は認めない。
・私語やスマートフォンの使用など、授業を妨げるもの、特に他の学生の学習を妨げる行為に対しては厳しく対
処する。

履修上の注意

適宜レジュメを使用する。

教科書

授業内でに紹介する。

参考書



2024年度 神戸松蔭女子学院大学　シラバス

No.052390972 1 / 1

- - -

コミュニケーション系列科目区分

伝わる文章II／伝わる文章B科目名

岡崎　昌宏担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z31020

後期／2nd　semester 2.01～2水曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

大学生活・社会生活に必要な文章力の基礎を身につける。

授業のテーマ

必要な情報を、主観と客観を区別し、適切な表現と方法で伝える方法を学ぶ。何かを紹介したり説明したりする
文章やアカデミック・ライティング（レポートや論文の書き方）で、事実と意見を書き分けることの必要性を確
認し、実際に文章を作成する。また、図表を適切に使用するためのルールや、資料を引用する際のルールを確認
し、事実・情報に基づいて論理的に文章を書くための能力の向上を目指す。必要に応じてグループやペアで文章
作成の作業をし、互いの書いたものを読み合う機会を設けることで、「伝わる文章」がどういったものかを判断
する目を養う。

授業の概要

(1)考えながら書くことで、さまざまな状況において適切な文章のスタイルを選ぶことができる。【汎用的技能
】
(2)文章をコミュニケーションとしてとらえ、他者に伝わる文章表現ができる。【汎用的技能】
(3)レポートの文章がどのようなものか理解し、望ましいものとそうでないものが区別できる。【汎用的技能】
(4)主観と客観を区別し、必要な情報を客観的に伝えることができる。【汎用的技能】
(5)根拠に基づいて自分の意見を論理的に主張できる。【汎用的技能】

到達目標

第1回　イントロダクション[PC必携]
第2回　事実と意見・話しことばと書き言葉[PC必携]
第3回　紹介の文章（１）主観と客観[PC必携]
第4回　紹介の文章（２）物語の紹介[PC必携]
第5回　紹介の文章（３）書評を書く[PC必携]
第6回　説明の文章（１）手順や道順[PC必携]
第7回　説明の文章（２）図を使う[PC必携]
第8回　質疑応答・振り返り・確認テスト（１）
第9回　図表から情報を読み取る[PC必携]
第10回　文章を解釈する[PC必携]
第11回　事実に基づいた主張/（１）読解[PC必携]
第12回　事実に基づいた主張/（２）意見を書く[PC必携]
第13回　構成と章立てを考えて書く[PC必携]
第14回　質疑応答・振り返り・確認テスト（２）
第15回　全体の講評・個人の課題を明確にする[PC必携]

授業計画

授業後学習：
・授業で扱った練習問題の確認、および持ち帰りの提出課題で技能の定着を図る。持ち帰りの課題はmanabaで提
出・フィードバックする場合もある。＜2時間＞
・構造化されたフォーマルな文章に慣れるために書籍（分野は問わない）を読む。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義・演習をおよそ半々の割合で実施する。毎回の授業テーマについて解説した後、個人やグループ、ペアで練
習問題に取り組む。練習した成果を互いに読む機会も設ける。
〈BYOD対象科目〉授業方法

・提出課題30％：授業内、および持ち帰りの課題により、授業内容の理解度、定着度を評価する。到達目標の(1
)(2)、授業回に応じて(3)(4)(5)の到達度を確認する。
・授業態度20％：授業内課題やグループワークへの協調性、相互コメントの観点の的確さを評価する。到達
目標の(1)～(5)の到達度を確認する。
・テスト（２回）50％：授業で学んだ知識が適切に活用できるかを評価する。１回目のテストでは到達目標の(1
)(2)(4)、２回目のテストでは(1)～(5)の到達度を確認する。
（テストを受けなかった場合は、単位を認定しません。ただし、正当な理由があり、教務課に「試験欠席届」を
提出した場合に限り、再試験を認めます。）

評価基準と
評価方法

・グループワークや授業中に行う作業に積極的に参加することは必須であり、ただそこにいることを「出席」と
はみなさない。
・正当な理由なく３回欠席した場合、最終評価の対象としない。また、正当な理由のない遅刻は認めない。
・私語、携帯電話の使用など、授業を妨げるものに対しては厳しく対処する。

履修上の注意

適宜プリントを使用する。

教科書

授業中に紹介する。

参考書
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コミュニケーション系列科目区分

伝わる文章II／伝わる文章B科目名

岡田　裕子担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z31020

後期／2nd　semester 2.01～2水曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

大学生活・社会生活に必要な文章力の基礎を身につける。

授業のテーマ

必要な情報を、主観と客観を区別し、適切な表現と方法で伝える方法を学ぶ。何かを紹介したり説明したりする
文章やアカデミック・ライティング（レポートや論文の書き方）で、事実と意見を書き分けることの必要性を確
認し、実際に文章を作成する。また、図表を適切に使用するためのルールや、資料を引用する際のルールを確認
し、事実・情報に基づいて論理的に文章を書くための能力の向上を目指す。必要に応じてグループやペアで文章
作成の作業をし、互いの書いたものを読み合う機会を設けることで、「伝わる文章」がどういったものかを判断
する目を養う。

授業の概要

(1)考えながら書くことで、さまざまな状況において適切な文章のスタイルを選ぶことができる。【汎用的技能
】
(2)文章をコミュニケーションとしてとらえ、他者に伝わる文章表現ができる。【汎用的技能】
(3)レポートの文章がどのようなものか理解し、望ましいものとそうでないものが区別できる。【汎用的技能】
(4)主観と客観を区別し、必要な情報を客観的に伝えることができる。【汎用的技能】
(5)根拠に基づいて自分の意見を論理的に主張できる。【汎用的技能】

到達目標

第1回　イントロダクション［PC必携］
第2回　事実と意見・話しことばと書き言葉［PC必携］
第3回　紹介の文章（１）主観と客観［PC必携］
第4回　紹介の文章（２）物語の紹介［PC必携］
第5回　紹介の文章（３）書評を書く［PC必携］
第6回　説明の文章（１）手順や道順［PC必携］
第7回　説明の文章（２）図を使う［PC必携］［PC必携］
第8回　質疑応答・振り返り・確認テスト
第9回　図表から情報を読み取る［PC必携］
第10回　文章を解釈する［PC必携］
第11回　事実に基づいた主張/（１）読解［PC必携］
第12回　事実に基づいた主張/（２）意見を書く［PC必携］
第13回　構成と章立てを考えて書く［PC必携］
第14回　質疑応答・振り返り・確認テスト（２）
第15回　全体の講評・個人の課題を明確にする［PC必携］

授業計画

授業後学習：
・授業で扱った練習問題の確認、および持ち帰りの提出課題で技能の定着を図る。持ち帰りの課題はmanabaで
　提出・フィードバックする場合もある。＜2時間＞
・構造化されたフォーマルな文章に慣れるために書籍（分野は問わない）を読む。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義・演習をおよそ半々の割合で実施する。毎回の授業テーマについて解説した後、個人やグループ、ペアで練
習問題に取り組む。練習した成果を互いに読む機会も設ける。＜BYOD対象科目＞

授業方法

・提出課題30％：授業内、および持ち帰りの課題により、授業内容の理解度、定着度を評価する。
　　　　　　　　到達目標の(1)(2)、授業回に応じて(3)(4)(5)の到達度を確認する。
・授業態度20％：授業内課題やグループワークへの協調性、相互コメントの際の観点を的確さを評価する。
　　　　　　　　到達目標の(1)～(5)の到達度を確認する。
・テスト（２回）50％：授業で学んだ知識が適切に活用できるかを評価する。１回目のテストでは到達目標の
　　　　　　　　　　　(1)(2)(4)、２回目のテストでは(1)～(5)の到達度を確認する。
（テストを受けなかった場合は、単位を認定しません。ただし、正当な理由があり、教務課に「試験欠席届」を
提出した場合に限り、再試験を認めます。）

評価基準と
評価方法

・グループワークや授業中に行う作業に積極的に参加することは必須であり、ただそこにいることを「出席」
　とはみなさない。
・正当な理由なく３回欠席した場合、最終評価の対象としない。また、正当な理由のない遅刻は認めない。
・私語、携帯の使用など、授業を妨げるものに対しては厳しく対処する。

履修上の注意

適宜プリントを使用する。

教科書

授業中に紹介する。

参考書
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コミュニケーション系列科目区分

伝わる文章II／伝わる文章B科目名

岡田　裕子担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z31020

後期／2nd　semester 2.01～2水曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

大学生活・社会生活に必要な文章力の基礎を身につける。

授業のテーマ

必要な情報を、主観と客観を区別し、適切な表現と方法で伝える方法を学ぶ。何かを紹介したり説明したりする
文章やアカデミック・ライティング（レポートや論文の書き方）で、事実と意見を書き分けることの必要性を確
認し、実際に文章を作成する。また、図表を適切に使用するためのルールや、資料を引用する際のルールを確認
し、事実・情報に基づいて論理的に文章を書くための能力の向上を目指す。必要に応じてグループやペアで文章
作成の作業をし、互いの書いたものを読み合う機会を設けることで、「伝わる文章」がどういったものかを判断
する目を養う。

授業の概要

(1)考えながら書くことで、さまざまな状況において適切な文章のスタイルを選ぶことができる。【汎用的技能
】
(2)文章をコミュニケーションとしてとらえ、他者に伝わる文章表現ができる。【汎用的技能】
(3)レポートの文章がどのようなものか理解し、望ましいものとそうでないものが区別できる。【汎用的技能】
(4)主観と客観を区別し、必要な情報を客観的に伝えることができる。【汎用的技能】
(5)根拠に基づいて自分の意見を論理的に主張できる。【汎用的技能】

到達目標

第1回　イントロダクション［PC必携］
第2回　事実と意見・話しことばと書き言葉［PC必携］
第3回　紹介の文章（１）主観と客観［PC必携］
第4回　紹介の文章（２）物語の紹介［PC必携］
第5回　紹介の文章（３）書評を書く［PC必携］
第6回　説明の文章（１）手順や道順［PC必携］
第7回　説明の文章（２）図を使う［PC必携］［PC必携］
第8回　質疑応答・振り返り・確認テスト
第9回　図表から情報を読み取る［PC必携］
第10回　文章を解釈する［PC必携］
第11回　事実に基づいた主張/（１）読解［PC必携］
第12回　事実に基づいた主張/（２）意見を書く［PC必携］
第13回　構成と章立てを考えて書く［PC必携］
第14回　質疑応答・振り返り・確認テスト（２）
第15回　全体の講評・個人の課題を明確にする［PC必携］

授業計画

授業後学習：
・授業で扱った練習問題の確認、および持ち帰りの提出課題で技能の定着を図る。持ち帰りの課題はmanabaで
　提出・フィードバックする場合もある。＜2時間＞
・構造化されたフォーマルな文章に慣れるために書籍（分野は問わない）を読む。＜2時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義・演習をおよそ半々の割合で実施する。毎回の授業テーマについて解説した後、個人やグループ、ペアで練
習問題に取り組む。練習した成果を互いに読む機会も設ける。＜BYOD対象科目＞

授業方法

・提出課題30％：授業内、および持ち帰りの課題により、授業内容の理解度、定着度を評価する。
　　　　　　　　到達目標の(1)(2)、授業回に応じて(3)(4)(5)の到達度を確認する。
・授業態度20％：授業内課題やグループワークへの協調性、相互コメントの際の観点を的確さを評価する。
　　　　　　　　到達目標の(1)～(5)の到達度を確認する。
・テスト（２回）50％：授業で学んだ知識が適切に活用できるかを評価する。１回目のテストでは到達目標の
　　　　　　　　　　　(1)(2)(4)、２回目のテストでは(1)～(5)の到達度を確認する。
（テストを受けなかった場合は、単位を認定しません。ただし、正当な理由があり、教務課に「試験欠席届」を
提出した場合に限り、再試験を認めます。）

評価基準と
評価方法

・グループワークや授業中に行う作業に積極的に参加することは必須であり、ただそこにいることを「出席」
　とはみなさない。
・正当な理由なく３回欠席した場合、最終評価の対象としない。また、正当な理由のない遅刻は認めない。
・私語、携帯の使用など、授業を妨げるものに対しては厳しく対処する。

履修上の注意

適宜プリントを使用する。

教科書

授業中に紹介する。

参考書
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コミュニケーション系列科目区分

ディベート演習I科目名

糠野　永未子担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z32050

前期／1st　semester 2.02～3水曜2曜日・時限学期 単位数配当学年

ディベートの実践演習をとおして、コミュニケーション能力を高めることを目的とします。他者の話をしっかり
傾聴して理解する力、テーマについて論理的に思考し、主張を正確に伝えることができる表現力を身につけます
。授業のテーマ

ディベートは、あるテーマの是非について２つの立場に分かれて議論し、第三者である審判が明確なルールに基
づいて判定をくだすというコミュニケーションです。この授業ではディベート演習を通じ、問題を多角的な視点
でとらえる力、相手の話を要点を抑えて正確に理解する力、また論理的に自身の意見を伝える力を身につけるこ
とを目指します。 授業では、論理的思考を鍛えるロジカル演習や、ディベートの試合の準備のためのグループ
ディスカッションも実施します。

授業の概要

・他者の話を積極的に聞き、正確に理解することができる。【汎用的機能】
・的確な日本語を用いてコミュニケーションができる。【汎用的機能】
・テーマについて、客観的事実をもとに論理的に考えることができる。【汎用的機能】
・考えの異なる相手とも積極的に議論できる。【態度・志向性】

到達目標

１．オリエンテーション／ディベート概要(1)効果と意義
２．ディベート概要(2)基本的な流れ、ルール、役割
３．ピンポンディベート演習／メモの取り方
４．模擬ディベート
５．ショートディベート演習(1)テーマ決定、ブレインストーミング
６．ショートディベート演習(2)役割分担、試合
７．ショートディベート演習(3)試合のふりかえり、審判の役割
８．ロジカル演習(1)考える
９．ロジカル演習(2)主張する
10．ロジカル演習(3)反論する
11．ロジカル演習(4)わかりやすく話す
12. ロングディベート演習(1)テーマ決定、試合の準備
13. ロングディベート演習(2)試合
14. ロングディベート演習(3)試合のふりかえり
15. まとめ、ふりかえり

授業計画

授業前学習：ディベートは試合前の準備が大切です。テーマに即した資料を事前に集め、読み込んでおいてくだ
さい。原稿の準備も必要です。（3時間）
授業後学習：授業中に「理解する」ことも大切ですが、実際に「できる」ようになるには毎日の授業や日常生活
で実践してみることが必要です。（1時間）

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

ディベートの練習、試合、ゲーム、ディスカッションなどの演習が中心です。積極的な参加を期待します。
各自のふりかえりのために、ディベートやディスカッション内容を録音してもらうことがあります。

授業方法

筆記試験は実施しない。
授業態度【30％】
演習（ディベート、ディスカッションなど）【40％】
提出物（原稿、ディベートメモなど）【30％】

評価基準と
評価方法

演習中心の授業なので、休まず出席してください。
やむを得ず欠席する場合は、事前に連絡してください。
ディベート演習では自分の役割を責任をもって担当してください。履修上の注意

プリント配布

教科書

授業内で指示する

参考書
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コミュニケーション系列科目区分

ディベート演習I科目名

糠野　永未子担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z32050

前期／1st　semester 2.02～3水曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

ディベートの実践演習をとおして、コミュニケーション能力を高めることを目的とします。他者の話をしっかり
傾聴して理解する力、テーマについて論理的に思考し、主張を正確に伝えることができる表現力を身につけます
。授業のテーマ

ディベートは、あるテーマの是非について２つの立場に分かれて議論し、第三者である審判が明確なルールに基
づいて判定をくだすというコミュニケーションです。この授業ではディベート演習を通じ、問題を多角的な視点
でとらえる力、相手の話を要点を抑えて正確に理解する力、また論理的に自身の意見を伝える力を身につけるこ
とを目指します。 授業では、論理的思考を鍛えるロジカル演習や、ディベートの試合の準備のためのグループ
ディスカッションも実施します。

授業の概要

・他者の話を積極的に聞き、正確に理解することができる。【汎用的機能】
・的確な日本語を用いてコミュニケーションができる。【汎用的機能】
・テーマについて、客観的事実をもとに論理的に考えることができる。【汎用的機能】
・考えの異なる相手とも積極的に議論できる。【態度・志向性】

到達目標

１．オリエンテーション／ディベート概要(1)効果と意義
２．ディベート概要(2)基本的な流れ、ルール、役割
３．ピンポンディベート演習／メモの取り方
４．模擬ディベート
５．ショートディベート演習(1)テーマ決定、ブレインストーミング
６．ショートディベート演習(2)役割分担、試合
７．ショートディベート演習(3)試合のふりかえり、審判の役割
８．ロジカル演習(1)考える
９．ロジカル演習(2)主張する
10．ロジカル演習(3)反論する
11．ロジカル演習(4)わかりやすく話す
12. ロングディベート演習(1)テーマ決定、試合の準備
13. ロングディベート演習(2)試合
14. ロングディベート演習(3)試合のふりかえり
15. まとめ、ふりかえり

授業計画

授業前学習：ディベートは試合前の準備が大切です。テーマに即した資料を事前に集め、読み込んでおいてくだ
さい。原稿の準備も必要です。（3時間）
授業後学習：授業中に「理解する」ことも大切ですが、実際に「できる」ようになるには毎日の授業や日常生活
で実践してみることが必要です。（1時間）

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

ディベートの練習、試合、ゲーム、ディスカッションなどの演習が中心です。積極的な参加を期待します。
各自のふりかえりのために、ディベートやディスカッション内容を録音してもらうことがあります。

授業方法

筆記試験は実施しない。
授業態度【30％】
演習（ディベート、ディスカッションなど）【40％】
提出物（原稿、ディベートメモなど）【30％】

評価基準と
評価方法

演習中心の授業なので、休まず出席してください。
やむを得ず欠席する場合は、事前に連絡してください。
ディベート演習では自分の役割を責任をもって担当してください。履修上の注意

プリント配布

教科書

授業内で指示する

参考書
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コミュニケーション系列科目区分

ディベート演習I科目名

糠野　永未子担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z32050

前期／1st　semester 2.02～3水曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

ディベートの実践演習をとおして、コミュニケーション能力を高めることを目的とします。他者の話をしっかり
傾聴して理解する力、テーマについて論理的に思考し、主張を正確に伝えることができる表現力を身につけます
。授業のテーマ

ディベートは、あるテーマの是非について２つの立場に分かれて議論し、第三者である審判が明確なルールに基
づいて判定をくだすというコミュニケーションです。この授業ではディベート演習を通じ、問題を多角的な視点
でとらえる力、相手の話を要点を抑えて正確に理解する力、また論理的に自身の意見を伝える力を身につけるこ
とを目指します。 授業では、論理的思考を鍛えるロジカル演習や、ディベートの試合の準備のためのグループ
ディスカッションも実施します。

授業の概要

・他者の話を積極的に聞き、正確に理解することができる。【汎用的機能】
・的確な日本語を用いてコミュニケーションができる。【汎用的機能】
・テーマについて、客観的事実をもとに論理的に考えることができる。【汎用的機能】
・考えの異なる相手とも積極的に議論できる。【態度・志向性】

到達目標

１．オリエンテーション／ディベート概要(1)効果と意義
２．ディベート概要(2)基本的な流れ、ルール、役割
３．ピンポンディベート演習／メモの取り方
４．模擬ディベート
５．ショートディベート演習(1)テーマ決定、ブレインストーミング
６．ショートディベート演習(2)役割分担、試合
７．ショートディベート演習(3)試合のふりかえり、審判の役割
８．ロジカル演習(1)考える
９．ロジカル演習(2)主張する
10．ロジカル演習(3)反論する
11．ロジカル演習(4)わかりやすく話す
12. ロングディベート演習(1)テーマ決定、試合の準備
13. ロングディベート演習(2)試合
14. ロングディベート演習(3)試合のふりかえり
15. まとめ、ふりかえり

授業計画

授業前学習：ディベートは試合前の準備が大切です。テーマに即した資料を事前に集め、読み込んでおいてくだ
さい。原稿の準備も必要です。（3時間）
授業後学習：授業中に「理解する」ことも大切ですが、実際に「できる」ようになるには毎日の授業や日常生活
で実践してみることが必要です。（1時間）

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

ディベートの練習、試合、ゲーム、ディスカッションなどの演習が中心です。積極的な参加を期待します。
各自のふりかえりのために、ディベートやディスカッション内容を録音してもらうことがあります。

授業方法

筆記試験は実施しない。
授業態度【30％】
演習（ディベート、ディスカッションなど）【40％】
提出物（原稿、ディベートメモなど）【30％】

評価基準と
評価方法

演習中心の授業なので、休まず出席してください。
やむを得ず欠席する場合は、事前に連絡してください。
ディベート演習では自分の役割を責任をもって担当してください。履修上の注意

プリント配布

教科書

授業内で指示する

参考書
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コミュニケーション系列科目区分

ディベート演習II科目名

糠野　永未子担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ Z32060

後期／2nd　semester 2.02～3水曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

ディベートの演習をとおして、就職活動やビジネスシーンで役立つコミュニケーション能力を高めることを目的
とします。他者の話を聞く過程で立場や考えの違いを明らかにし、互いの主張を客観的に判断しながら新しい視
点や発想を見出す力を身につけます。授業のテーマ

ディベート演習をとおして、社会で生きていくのに必要である新たな視点や発想を見出す力を身につけます。そ
のためには、他者との意見や価値観の相違を受け入れた上で、自らの主張を的確に伝える力が必要です。他者の
話を
正確に理解する力、得た情報を論理的に整理し自身の主張と結びつける力、主張をわかりやすく説得力をもって
伝える力を伸ばします。ディベート演習のあとに、自身のふりかえりとしてレポートを作成します。

授業の概要

・他者の話を積極的に聞き、正確に理解することができる。【汎用的機能】
・自身の考えを分かりやすく他者に伝えることができる。【汎用的機能】
・他者の意見や立場を尊重した上で論じることができる。【態度・志向性】
・他者との議論をとおして新たな考えや見方を知ることができる。【汎用的機能】

到達目標

１．オリエンテーション／ディベート概要
２．模擬ディベート
３．ショートディベート演習(1)テーマ決定、ブレインストーミング
４．ショートディベート演習(2)役割分担、試合
５．ショートディベート演習(3)試合のふりかえり、審判の役割
６．「伝える」ために必要なこと(1)説得力
７．価値観を問うディベート演習(1)テーマ決定、ブレインストーミング
８．価値観を問うディベート演習(2)役割分担、実践
９．価値観を問うディベート演習(3)実践のふりかえり
10．「伝える」ために必要なこと(2)プレゼン力　
11．ロングディベート演習(1)テーマ決定、試合の準備
12. ロングディベート演習(2)主張する
13. ロングディベート演習(3)意見を聞き整理する
14. ロングディベート演習(4)個性的な説得をする
15. まとめ、ふりかえり

授業計画

授業前学習：ディベートは試合前の準備が大切です。テーマに即した資料を事前に集め、読み込んでおいてくだ
さい。原稿の準備も必要です。（3時間）
授業後学習：演習を通して気づいたこと、考えたことをレポートとして提出してください。（1時間）

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

ディベートの練習、試合、ゲーム、ディスカッションなどの演習が中心です。積極的な参加を期待します。
各自のふりかえりのために、ディベートやディスカッション内容を録音してもらうことがあります。

授業方法

筆記試験は実施しない。
授業態度【20％】
演習（ディベート、ディスカッションなど）【40％】
提出物（レポート、原稿、ディベートメモなど）【40％】

評価基準と
評価方法

演習中心の授業なので、休まず出席してください。
やむを得ず欠席する場合は、事前に連絡してください。
ディベート演習では自分の役割を責任をもって担当してください。履修上の注意

プリント配布

教科書

授業内で指示する

参考書


